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この発表では、富山市八尾の年
中行事である「おわら風の盆」の
観光化の状況について、2008年
お な た実習調査 資料をに こ っ の
もとに、観光化に対する住民の
認識に焦点をあてて、報告したい。
八尾と「おわら風
の盆」について
八尾地域
おわら風の盆とは
• 富山県富山市八尾町で9月1日から3日の間に行
われている伝統的な祭り
• 「旧町」と呼ばれる10町とJR越中八尾駅付近の
福島（ふくじま）をあわせた11町で行われる。
• 2009年12月現在の
旧町の世帯数は925、人口は2565人
福島の世帯数は1008、人口は2937人
合計 5502人
福島
旧町は、井
田川沿いの
河岸段丘の
約1平方キ
ロの狭い土
地に家屋が
八尾旧町
密集してお
り、10の町
で構成され
ている
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八尾旧町
段丘には北東から南西に向けて勾配があり、家屋は
坂道に沿って建っている
おわら風の盆の行事
おわら風の盆では、旧町を
構成する10町と、
福島をあわせた11の地区
ごとに、地方（じかた）の演
奏に合わせて踊りながら、
町を練り歩いていく。
この踊りと演奏が民俗芸能
としての「おわら」であり、
町を練り歩くことは「町流
し」と呼ばれる。
越中八尾観光協会 おわらポスター2008
http://www.yatsuo.net/kankou/ 2010年1月24日閲覧
「おわら風の盆」
の観光化
おわら風の盆の観光客数（1984‐2007）
天候や開催日が平日を含むかどうかで観光客
数は上下するが、1994年以降は20万人以上の
観光客が訪れている。
• 調査を行った2008年のおわら風の盆は、平
日開催の上、降雨もあったが、3日間で約20
万人の観光客が訪れた。
• おわらが行われる地域の人口は、約5500人
であるので、人口の約40倍近くの観光客が訪
れたことになる。
• とりわけ、旧町の面積は約1平方キロである
ので、おわらの期間中は観光客でごった返す。
八尾の観光振興
八尾総合行政センター（旧八尾町役場）
• 農林商工課・・・おわら風の盆や曳山祭の宣伝やイベ
ントの補助
• 建設課・・・町並みと景観の整備
越中八尾観光協会・・・イベントの開催
八尾の観光振興は、観光協会と自治体とが協力しなが
ら取り組んでいる。
この報告では、一般住民に対置して、
観光協会と自治体とをあわせて、便
宜的に「行政」と呼ぶことにする。
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おわら総合演舞場
おわら踊りが行われる有料のステージ
おわら風の盆の開催中の9月1日と2日に八尾小学
校のグランドに設けられたステージで午後7時から
9時まで11の町ごとに舞台踊りが演じられる。
前売り券を全国のコンビニで販売。
「おわら風の盆」の観光振興の施策の例
おわら風の盆の収入総額の約8割が、この演舞場
の入場料収入
「特設ステージ」
11町の5か所に設けられる無料でおわらを鑑賞でき
る特設ステージ。決まった時間におわらが上演され
る。
観光振興によるおわらの「イベント化」
と行政がつくる「観光文化」
総合演舞場や「特設ステージ」では、観光
客向けに、あらかじめ決められたプログラ
ムと時間におわらを演舞する
住民の年中行事であった「おわら風の
盆」は、イベント化しつつある。
行政が「伝統文化」をもとに「見せるため」
の「観光文化」をつくっている。
観光化の現状について
の八尾旧町の住民の
認識（インタビ の語ュー
りをもとに）
住民の語りの例（１）
• 「おわらをたくさんの人に見てもらえるのはう
れしい。」中年女性
• 「観光客との深いつながりを持てることがうれ
しいし、良いこと。」中年女性
• 「観光客が多すぎて一人一人丁寧に対応して
あげられないのがかわいそう。」中年女性
住民は、ホストとして、ゲストである観
光客におわらを見てもらうことによって、
観光客をもてなそうとしている。
住民の語りの例（２）
• 「ゴミばっかで大変。4日目の朝はぼんぼりを
片付けてすぐ、ゴミの片付けしたよ。ビンやら
缶やら置いてあるからね。自主的に川の方ま
でみんなゴミ拾いしたよ。」老年女性
• 「観光客がゴミを捨てていくから、捨てる前に
ゴミ袋もって集めるよ。」中年男性
多数の観光客が殺到することによって、住
民の間に生活被害が生じている。
ゴミ箱がわりになった傘立て
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住民の語りの例（３）
• 「住民がはな代を払っているからおわらを
踊っていってくれるのに、（おわらが）見れん
かったと（観光客に）文句を言われても困
る。」老年男性
• 「本当は町の人のためのおわらなのに（観光
客のためのものになっている）。」老年女性
本来は、自分たちの行事であるおわらとい
うことが、ゲスト側の観光客に理解されてい
ないことに不満を持つ住民も少なくない。
を抱いているのだろうか
「おわら風の盆」につ
いての観光客の印象
や感想
（観察やインタビュー
の語りをもとに）
• 「イメージ以上！すごいよかった！胡弓をあ
あやって弾くのとか知らんだ。楽器も目の前
で演奏してくれるんやね。」岐阜県、中年女性
観光客の語りの例（１）
• 「きれいやったわーゆっくりしてて。やっぱ哀
愁帯びてるねぇ。また来たいと思う。」滋賀県、
中年女性
観光客の語りの例（２）
• 「仙台からわざわざ来たんだから見せてけ
ろ！」老年女性
• （いらいらしながら）「やだねー、（町流しが
小雨で中止となり踊り手が）動かないか
らって言ってほしいよねー。（踊り手が）来
ると思って待っていたのに。10時間かけて
きたのにアホくさいね。」中年女性
• 「どこでやっているかわからなくて困る。町
流しは町じゅうでやっていると思っていた。
町の人に聞いても“わからん”しか返ってこ
ない。」老年夫婦
観光化された「おわら風の盆」に
対する観光客の反応
• 旅行代理店やマスコミから与えられた「優雅」
というイメージ通りであることに満足する。
• ホスト（住民）側の行事や運営に対して、旅費
等の対価に見合ったサ ビスを求めるー 。
（「観光客」としては当然であるが）
住民たちに「見せる」おわらを求める。
まとめ
「おわら風の盆」の観
光化における行政、
住民、観光客の関係
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行政
あらかじめ与えら
「おわら風の盆」を観光
資源として地域振興に
活用、全国にPR
演舞場などの観光施策と
「上からの観光文化」に住
民が協力することを期待
住民観光客
れたイメージを期
待
旅費に見合う十
分なサービスを
期待
・「おわら風の盆」を自分たち
の生活と文化の中にある年中
行事として認識
・ホストとしてのゲスト（観光
客）のもてなし
・生活被害の解消を期待
行政が、観光客の期待や要求に過剰に
合わせて、「上からの観光文化の創出」を
推進しつづければ、住民が自分たちの文
化を表現する年中行事である「おわら風
の盆」に対する住民の主体性が失われて
行事の本来の活気が消え 住民と観光客、
の双方にとって魅力の乏しい「見世物イベ
ント」となってしまう可能性がある。
そうなれば、「おわら風の盆」は行政が重
視する観光資源としての価値も大きく失う
ことになる。
「おわら風の盆」の観光化に求められ
ているのは、
住民の生活と文化に根ざした観光化
と観光文化の創出を行政がサポート
していくことだと考えられる
行政 住民
絶え間ない対話
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